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歯科医師臨床研修制度は平成18年4月に必修化され6年目を迎えるが,必修化前および必修化後の変遷を
最初に振 り返ってみる｡
昭和62年6月
一般歯科医養成事業の開始
国の補助事業として予算化され,歯科大学 ･歯学部附属病院で卒後1年間の臨床研修が開始される｡
平成8年6月
歯科医師法の一部を改正する'法律制定
歯科医師は,免許を受けた後も,一年以上臨床研修を行うように努めるものとする(努力義務規定)｡
平成12年12月
医療法等の一部を改正する法律制定
診療に従事しようとする歯科医師は1年以上,臨床研修を受けなければならない｡
平成18年4月
歯科医師臨床研修必修化開始
平成21年12月
歯科医師臨床研修制度の見直しに関する第2次報告
臨床研修施設群方式の推進
研修管理委員会の機能の充実
歯科医師臨床研修に対する理解の推進
歯科医師臨床研修制度は上記のような変遷を経て,現在の型となった｡変遷の大きなポイントは ｢努力義
務から必修化へ｣,｢大学病院から院外施設へ｣の2点である｡ 特に弟2次ftH!,-･では曲科医師臨床研修の到達
目標の効率的な達成や,多様な研修機会の確保のため,歯科診療所.病院1桐:トのさらなる活用を図ることが
推奨されている｡ 中でも歯科診療所は管理型施設,協力型施設.通拙.JU.)鋸kLとして重要な役割を担っている｡
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診療所が臨床研修制度に携わることは,歯科琴有なことであり,医科では診療所が関与することはない｡表
1に臨床研修施設数を示す｡必修化開始後,臨床研修施設数は年々増加傾向にあり,中でも歯科診療所にお
ける臨床研修施設は,平成22年度では単独型,管理型,協力型を含めて1,686施設で,全施設数2,002のうち
の84.2%を占めている｡ これらの施設すべてで臨床研修が実施されているわけではないが,研修歯科医の選
択肢としては十分な施設数である｡ また協力型臨床研修施設として2年以上の実績が必要とされる診療所の
管理型臨床研修施設への移行が増加している (平成22年8施設)｡診療所が管理型臨床研修施設になること
により,大学病院と同等に直接マッチングに参加出来るため,診療所,臨床研修歯科医とも選択肢はさらに
拡充しているといえる｡
必修化開始当初は,経済的な負担も多いことから協力型臨床研修施設になる診療所の確保が困難と思われ,
卒業生に依頼して臨床研修施設となってもらう歯科大学 ･歯学部も存在した｡ しかしながら当初の心配をよ
そに診療所臨床研修施設は着実に増加してきた｡これは個々の診療所が臨床研修施設になったことによるメ
リットを感じ,それが徐々に他の診療所にも浸透してきたためと思われる｡ 俣木らは診療所が大半を占める
協力型研修施設の指導歯科医へのアンケートで ｢研修歯科医を受け入れて良かった点｣を調査している (衣
2)｡7割を超え最も多いのは,指導歯科医の自己研鐙である｡ 多くの指導歯科医が人に教えることで自分
が成長することを実感している｡ まさに ｢Teachingislearning｣である｡ また若い歯科医師とともに働く
ことでスタッフが活性化したとの意見も多くみられる｡
短期間とはいえ新人が就職することで診療所に新しい環境が生まれ,マンネリ化した環境へ刺激を与える
表 1 歯科医師臨床研修施設数
大 学 病 院 歯 科 大 学附 属 病 院 32施設 31施設 31施設 31施設 32施設
医 科 大 学附 属 病 院 65施設 65施設 66施設 66施設 67施設
そ の他 の病 院 単 独 型臨床研修施設 93施設 96施設 99施設 100施設 102施設管 理 10 11 13 4
協 力 型臨床研修施設 89施設 102施設 104施設 99施設 103施設
歯 科 診 療 所 ･J単.独 _盟臨床研修施設 9施設. 11施設 14施設 19施設.. 22施設一管 .哩 .-壁臨床研修施設 0施設 .施設 施設 7施設 8施設
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表2 協力型施設における研修歯科医を受け入れて良かった点 (俣木ら 厚生労働科学研究)
複数回答 %
H18 H19 H20 Hー21
指導医の自己研鐙 67.1 73.1 70.6 72.9
日本の歯科医療への貢献 58.1 58.0 40.3 54.9
診療所の活性化 54.8′ 61.6 47.9 48.1
母ー校への恩返し 47.4 43.7 - -
大学病院との交流 43.2 38.8 - -
指導能力の向上 30.0 45.3. 51.3 42.9
医療安全体制の充実 23.5 23.3 31.1 27.1
ことが,スタッフの気づきゃ活性化をもたらしている｡ すなわち臨床研修制度は臨床研修歯科医のみならず
指導歯科医やスタッフの成長に役立っていることになる｡ さらに研修歯科医を大学病院と診療所をつなぐパ
イプとして活用し,大学病院との情報交換を図っている診療所もみられる｡ 新人歯科医師は診療所の医療収
入に貢献することは難しく,経済的な負担にはなるが,それに見合うだけの価値はあるといえる｡
新潟病院では診療所研修施設に対して以下の6項目についてアンケートを実施した｡それぞれの質問で特
徴的な意見を列挙する｡
1.責施設に研修歯科医を受け入れることで,先生自ご身あるいはスタッフにとって良かった点あるいは新
たに気づいた点は何でしょうか?
●診療所に活気が出た｡
●最近の大学の教育方針が聞ける｡
●スタッフが社会人としての自覚を再確認できる｡
●指導するための治療が結果として患者さんに良い結果を与えた｡
●研修歯科医の若い感性,やる気,そして元気が歯科医院にポジティブな雰囲気を作ってくれた｡
●研修歯科医を受け入れることで,より一層最新の知見を勉強するようになった｡これはスタッフにも同
様に感ずる｡
●院内環境や診療システムに多くの変化をもたらし,研修歯科医は毎年,医療安全に関する気づさを教え
てくれる｡
●スタッフが緊張感を持って診療するようになった｡
俣木の調査と同様の結果であったが,さらに,研修歯科医を受け入れて医療安全や院内感染の観点から,
診療システムを見直した診療所もみられた｡
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2.ご自身の歯科医師1年目に比べて,今の研修歯科医に不足している点,優れている点は何でしょうか?
●非常にまじめで良く勉強している｡
●患者への説明 ･指導能力が高い｡
●医療面接がしっかりと構築されている｡ 卒前教育で身に付けているのが素晴らしい｡
●パソコンに詳しい｡
●感染対策,医療安全,接遇についての知識が自分の時代に比較して格段に優れている｡
●コミュニケーション能力が不足｡
●患者へ触れる恐怖心が強い｡
●向上心が不足している｡
●知識や技能の不足を恥ずかしがらない
研修歯科医の能力に差異はあるが,多くの指導歯科医が高い評価をしている｡特にすべての歯科大学 ･
歯学部でカリキュラムに取り入れている医療面接やコミュニケーション教育が一定の効果をあげているこ
とが窺われる｡一方,積極性の不足は毎年多くの診療所から指摘される問題点である｡
3.現在の協力型研修制度をさらに良くするための改善点は何でしょうか?
●医療人の育成の場としての協力型施設の役割意識を変化させ,研修歯科医に医療人としての自覚を身に
つけさせる｡
●郡内マッチングで第一希望が適えられない時には再度その施設とのマッチング的な方法があると良い｡
●大学での研修と協力型施設との研修をリンクさせる｡
●対象の研修歯科医について大学と協力型施設の指導歯科医間でコミュニケートする機会を設ける｡
●遠方の施設は1回の説明会だけでは理解してもらい難い｡
●協力型への出向時期を早める｡
●大学病院との連携の密度を高める｡
●現場実践ができるように大学病院でトレーニング後に出向させる0
多くの意見は,研修開始時期,研修期間,研修内容を含めた大学と診療所の研修連携についてであった｡
今後は大学と診療所の役割分担や研修内容についての住み分けを検討する必要があると思われる｡
4.今後の歯科医師臨床研修制度に求めることは何でし-ようか?
●歯科医師としてのスキルアップ課程であるとともに,人格形成の教育の場となることが望ましい｡
●赤字の解消｡教えてあげたいという気拝が続くように費用の負担を軽減する｡
●補助金の増額｡
●臨床研修施設は大型診療所が多いが,院長一人というような診療所での研修も必要である.
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●道徳的な教育,人間カアップ｡
診療所は実践の場であるがゆえに,知識,技能のみならず一人の人間としての成長をこの制度に求めて
いる｡ そのための経済的支援は必要であり,臨床研修制度の根幹に関わる問題である｡
5.歯科医師臨床研修制度は今後の歯科界にとってどのような意義があると思われますか?
●まだよくわからないが,受け入れ施設としてはソフト,ハード面で新たな見直しが出来た｡継続するこ
とで診療所の発展につながる｡
●歯科医師の質を揃え,最低限担保できる｡
●歯科医学の知識,スキルの底上げに必要要素の一つであり,1年目の大切な時期にきちんとしたエビデ
ンスの基にスタートすることが重要｡
●国民のために有意義,歯科界にとっても横の繋がりが出来て大変良い｡
●国民から社会的評価を受けるために必要性がある｡
●制度のなかった時に比べ,間違いなく歯科界の地位を上げている｡
●自由に羽ばたく前に,指導歯科医のもとで実践臨床をする機会があることは大変意義深い｡
社会のニーズに対応できる歯科医師を養成し,歯科界全体を底上げするために大きな意義をもっている
との回答である｡
6.あなたは,他の診療所へも臨床研修施設になることを勧めますか?
●勧める,やるべき (多数)｡
●現状の院内環境やスタッフ教育に悩みつつも,打開策を獲得することが困難な診療所こそ,多くの気づ
きをもたらす研修施設になることを勧めます｡
●滅菌や人とのふれあいを大切にする医院が増えたら歯科界が良くなるので勧めます｡
●当医院へ来る研修歯科医が減るので勧めたくないのが本音｡
●院長がどれくらい研修歯科医の教育に情熱を持っているかである｡ 無責任に受け入れている所もあるの
で,特に知人には勧めない｡
大半の診療所の指導歯科医は診療所が研修施設になることを推奨している｡ これは研修歯科医の教育に
関わることで,指導歯科医,その他の医療スタッフの成長を促し,その結果として診療所の発展につなが
り,ひいては歯科界全体の底上げにもつながると考えているからである｡
以上,歯科医師臨床研修制度は必修化後6年目を迎えたが,昨年には見直しが実施され新制度で運用され
ている｡新制度の方針には ｢臨床研修施設群方式の推進｣が盛り込まれ,多様な研修機会の確保のため,歯
科診療所,病院歯科のさらなる活用を図ることが明文化されている｡ そこで今回は歯科医師臨床研修制度が
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診療所臨床研修施設にどのような影響を与えているかを検証した｡診療所研修施設の多くがこの制度にたい
して肯定的であり,メリットがあると回答している｡ また毎年開催されている臨床研修指導歯科医講習会に
も多くの参加者があり,指導歯科医の資格を希望する歯科医も多い｡しかしながら全ての診療所臨床研修施
設で同様の考え方をもっているわけではなく,デメリットの方が多いため,臨床研修施設の指定を受けない,
あるいは臨床研修施設の指定を受けたが研修歯科医を受け入れていない診療所も多い｡診療所の規模,地域
性などにより研修歯科医を採用することが困難な場合もある｡ 特に診療所にとって経済的な負担は研修曲科
医の受け入れに大きなマイナス因子となっている｡しかし,歯科界が疲弊している今だからこそ,将来を担っ
てくれる歯科医師を育て共に成長していくことが必要なのではないだろうか｡
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